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and Steven D. Lavine （eds.）, Exhibiting Cultures: the Poetics and Politics of Museum Display, Smithsonian Institution Press, 
1991）で公刊されたのをきっかけに、あらためて注目を集めるようになった。（著者注より）。
2─  日本の人類学は明治初期に遡る。発端はアメリカの動物学者モース（Morse, E）が、1877年に大森貝塚を発見したこと
で、彼の発見と主張は当時の日本の知識人の関心を、日本人の起源や日本文化の源流といった問題に向けた。なかでも
坪井正五郎は1884年に「人類学会」という名の会を作り、考古学を含む広い観点から、人類全体を研究することを提唱
した。今日この学会は、「日本人類学会」として受け継がれ、主に自然人類学者をメンバーとしている。坪井に師事して人類
学を学び、沖縄、台湾、朝鮮、中国、シベリア、モンゴルなどで民族調査をしたのが鳥居龍造である。鳥居の調査は19世
紀末から20世紀初頭にかけて行われたが、その頃日本は東アジア諸国を植民地化して、太平洋地域にも進出し始めてい
た。第一次世界大戦で勝利した日本は、南洋諸島の多くを統治下に置いたが、今日、この歴史は文化人類学にとって負
の遺産となっている。海外で現地調査をするためには、それを可能にするだけの政治力や経済力が必要だが、戦前の日
本は欧米列強がそうであったように、その基盤を帝国主義と植民地主義に置いていたからである。人類学の植民地ルーツ
が語られるゆえんであるが、この点について、ほとんどの西洋産の学問には同様のことが言える。人類学はこうした知と権力
にまつわる問題を受け止め、反省して発展してきた学問である。
3─  参考文献として山下晋司・船曳建夫編『文化人類学キーワード［改訂版］』（有斐閣、2008年）を挙げる。
4─  サントリー学芸賞の選評より。
 http://www.suntory.co.jp/sfnd/prize_ssah/detail/2000gb3 .html（アクセス：2014年9月29日）
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